
「食品コールドチェーン懇話会」を開催報告 

 
◆第 1 回懇話会の概要 
[⽇時]2019 年 12 ⽉ 2 ⽇(⽉) 10:30〜12:30 
…会員の皆様のご要望を受け、⾷品コールドチェーンをテーマにした研究会の設置に向けた準備会
として設置しました。 
 
＜基本コンセプト＞ 
「⾷品コールドチェーンの実践・⾼度化に向けた物流課題を共有し、会員企業の連携で解決の⽅向
性を探る」 
◆懇話会企画概要 

当懇話会は、市場ニーズが⾼まる「⾷品コールドチェーン」に焦点を当て、現在、各社がそれぞ
れの⽴場で直⾯する課題、JMFI 会員から関連するメーカー・卸など荷主企業、物流企業、関連技術
ベンダー・サービス企業などに参加を呼び掛け、進める計画です。 
①研究会の⽴ち上げを⽬指す準備会である「懇話会」として、現状と課題の認識の共有を⾏う 
②課題を整理し、解決の⽅向性として、会員企業の連携による⽅策の可能性を探る 
③課題と解決の⽅向性が共有できたら、テーマと⽬的を定め、「研究会」に昇格し、活動を開始する 
④懇話会は当⾯、2 か⽉に 1 回程度の頻度で開催し、現場⾒学会なども考慮する 
（想定テーマ例） 
・物流拠点内における温度管理、品質管理の課題 
・輸配送⼯程中における温度管理、品質管理の課題 
・荷主企業が拠点、輸配送の物流・3PL 企業に求める要件 
・コールドチェーンの⾼度化・効率化に資する技術やサービスの検討 
・コールドチェーンの⾼度化・効率化に向け、荷主と物流・関連企業が連携して取り組める解決の
⽅途 

懇話会の模様 

◆懇話会内容 
①開催趣旨説明 

始めに JMFI 菊⽥常務理事の進⾏で、座⻑・副座⻑の紹介と挨拶、企画概要を説明。 



②座⻑挨拶 
座⻑の宇佐美⽒(⽇本アクセス㈱)より「我々、⾷品・⽇⽤消費財の中間卸売業に対して、待機時

間や⼊荷付帯業務の問題で厳しい指摘もあるが、⽇本の産業の中で卸売業は⾮常に⼤きな役割を果
たしてきている。SCM の最適化という視点が必要であり、物流の温度帯の課題も含めて、今後の⽅
向性について共有していきたい」と挨拶。 
③副座⻑挨拶 

副座⻑の千⽥⽒(三菱⾷品㈱)より「中間流通とメーカーや⼩売との関係で、どちらかの⼀⽅的な
物⾔いで流されない、本当の意味での全体最適に向けて、本懇話会で意⾒交換をしていきたい」と
挨拶。 
④参加者⾃⼰紹介 
⑤概要説明・問題提議 

宇佐美⽒(⽇本アクセス㈱)より、「⾷品コールドチェーンの現状と課題について」説明。投影資料
に基づき、⼊荷予約システム、製・配・販の業種間における課題、低温物流に関する課題等、懇話
会の検討テーマについて説明。 

千⽥⽒(三菱⾷品㈱)より、宇佐美⽒(⽇本アクセス㈱)の説明を受けて、⼊荷受付システムの課題、
低温の⼊荷のパレットサイズの問題、営業冷凍倉庫の荷役・出荷、⼩売店舗への配送等の課題につ
いて、補⾜説明。製・配・販の三層での歩み寄りができていないの課題だと感じていると問題提起。 
⑥意⾒交換 

説明と問題提議を受け、バラ積み、バラ卸し、ドライバーの待機時間、納品陳列、⻑時間勤務、
パレットサイズ、AI 等の賞味期限の管理、機械化、発注システム、物流センター、温度管理等につ
いて、参加者同⼠、意⾒交換と討議を⾏った。 
⑦統括及び次回開催について 

JMFI 菊⽥常務理事より、皆様から多くのご意⾒をいただいた「パレット化・サイズの問題」「予
約待ち時間」「賞味期限の管理」等、テーマを絞って、次回 2 ⽉開催に向けて調整をしていく旨挨拶
があり、閉会しました。 
 


